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《博士論文要旨および審査報告》
山岸拓郎　憲法制定国民議会とタレ
ー
ラン
ー　学位請求論文　-
Ⅰ
　論文要旨　　　　　　　　　山岸拓郎
本論文は､憲法制定国民議会におけるタレ-ラン=ペリ
ゴール(Charles-MauricedeTatteyrand-P6rigord,)754⊥∞∽∞)　の活動に着目し､フランス革命史のなかでこの人物が果たした歴史的役割について考察するとともに､彼が樹立しようとしていた｢九一年体制｣　の実像を明らかにすることを目的としている｡考察対象であるタレ-ランは､一般的には外交官と てフランス近代史に名を残した｡しかし彼が外交デビューを果たすのは一七九二年のことであり'それ以前は憲法制定国民議会議員として活躍し いたのである｡
第一章では'フランス革命とタレ-ランの関わりを分析
する前提として'彼の出自 ついて述べるとともに､国民議会の前身である全国三部会開会に至る時期まで 経歴に
ついて明らかにした｡そのなかで､理想主義と野心を併せ持ったタレ-ランの人物像が見えてきた｡また､彼が憲法制定国民議会議員のリーダーの1人となりえ 背景に､革命前からの人脈と政治的経験があったこ を明らかにした｡
第二章では､一七八九年七月に国民議会で行われたタ
レ-ランの演説に着目し､その歴史的意義について考察した｡この演説は､命令的委任の廃止を求める内容だっ国民議会が旧来 代表理論の転換を名実ともに成し遂げ､国民議会主導 改革を進めてい-ためには､命令的委任の廃止を明確にする必要があった｡革命の流れを押しとどめようとしていた　｢反革命派｣は､ 根拠 て抵抗した｡ かし､敵密な論理で組み立てられたタレ-ランの演説の前に彼らは敗北し'代議 を目指す革命の潮流は決定づけられた｡このようなタレ-ランの演説 歴史的意義を､議会内討論や｢反革命｣貴族のパンフレッーと比較を通じて明らかにし ｡
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第三章においては､一七八九年一〇月の　｢聖職者財産国
有化の提案｣を分析した｡通説では､この提案は国家の財政赤字に対処しようとしたものだとされ 財政問題解決策以上に考えられることは少なかった｡しかし' 案の背後に､社団としての教会を解体して聖職者を市民化しようとする意図が確認できることを'その他の史料と比較検討しつつ明らか した｡また'議会内討論を見るこ で社会の社団的編成の解体 個人 創出 目指す革命の流れを確認Lt　か ､タレ-ランの提案に対抗して出された文書の分析を通じて'革命 潮流に対す 聖職者側の抵抗運動の存在を明らかにした｡
第四章では'｢カトリック国教化｣を要求する｢反革命
派｣　の 向に着目Lt　この勢力とタレ-ラ を中心とする
｢九一年体制派｣　の間の議会内闘争について論じた｡｢反
革命派｣は､宗教問題を足がかり て憲法制定国民議会内での政治的主導権を握ろうとしていた｡しかし｢九一年体制派｣　は　｢反革命派｣　の要求を拒否するこ に成功し､これ以後'｢反革命 ｣は議会内闘争 あきらめざるをえなくなる｡従来 　｢九一年体制｣研究におい ､議会内の｢反革命派｣　の政治動向に着目した研究は少なく､この点でも本論文の成果を主張することができるだろう｡このよ
うな政治情勢の かでタレ-ラン ､｢思想･良心の自由｣　の理念を前面に出し､｢反革命 ｣ に対して断固たる
対決姿勢を見せた｡この事実を複数の史料から確認した｡
第五章では　｢九1年体制｣　の公教育案である　｢タレ-ラ
ン報告｣　の分析 行っ それは'公教育を通じて　｢九一年体制｣を支える新たな世代を形成するとともに､旧世代である大人たちの教化を目的としたものだった｡｢最大多数の幸福｣　の名の下に正当化され ､少数派の排除という｢九一年体制｣　の特質のひとつは'｢九一年憲法｣　の条文に示されている以上に'こ ｢タレ-ラン報告｣　 なかに
色濃く反映されていることが､分析から明らかとなった｡
第六章では､一七九〇年二月にタレ-ランが起草し朗読
した文書『憲法制定国民議会からフランス人へ』　の分析を行った｡これは｢九一年体制｣　のマニフェストともいえる内容であった｡タレ-ランは｢九一 が樹立される一年半以上も前に､この体制の青写真を描いていたのである｡この文書に対して ､一方で　 反革命派｣からの激しい反発があり'他方で後の　｢共和派｣からの支持 見られた｡｢九l年体制｣　はこう た政治的同盟や闘争 果てに生まれた体制だったことが'分析から明らかとなった｡
本論文の全体を通じて浮かんできたのは､｢九一年体
制｣樹立を目指し'｢反革命派｣との闘争の最前線に立つタレ-ランの姿であった｡｢九一年体制｣樹立までの制定国民議会 歴史は､この人物を抜きに 語ることができないのである｡
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Ⅱ　審査報告
審査委員
(主査)　専修大学文学部教授　近江　吉明
専修大学文学部助教授　日暮美奈子立教大学文学部教授　小井　高志
本学位請求論文は､フランス革命史研究の中で無視ない
しは軽視されがちであったタレ-ランを憲法制定国民議会期に ぼって分析･検討したものである｡これまで､タレ-ランといえば総裁政府期'ナポレオン期'ウィーン体制期との係わりで作ら たステレオタイプ化した人物像あったが､本論文 等閑視される傾向にあった革命期前半の革命過程におけるタレ-ランの政治思想や行動について､本学図書館所蔵｢ベルンシュタイン文庫｣史料などの第一次史料を駆使して再検討しようとするものであった｡
審査委員三名は､本論文を問題関心･研究の先進性'論
文構成上の説得性'研究の到達点､史料･文献収集の広さと実証性'将来展望の観点から審査 た｡また､口述試験において､直接'請求者本人より上記の審査観点についての判断材料を得た｡
｡､問題関心と本研究の先進性について
本論文は､憲法制定国民議会期におけるクレーランを伝
記としてではな-歴史上の一人物として取り上げ､彼の発言や行動を克明にかつ実証的に分析し､いわゆる　｢九一年体制｣内での彼の存在や役割､さらにはその歴史的性格にまで迫ろうとするも であった｡このタレ-ランを含めた憲法制定国民議会期への問題関心は日本におけるフランス革命史研究では､これまでほとんど注目されること無-､むしろ立憲君主政を目指したというところから共和政出現までのプレリュードとして捉えられる傾向にあり､本格的な分析は言うに及ばず全体としては等閑視されてきた｡この点からしても本論文は日本のフランス革命史研究へ一石を投ずるという先進性を持っている｡
注目すべき第一点は'タレ-ランの政治性･思想性の形
成過程 一七八八〜八九年の絶対王政末期の政治的展開の係わりで捉え　(第一章)'その革命性を明示 っつ'同時に'その限界を｢公教育案｣ 分析から実証 い (第五章)　点である｡憲法制定国民議会期 おける歴史上の一個人としてタレ-ランの政治的立場やその思想的背景が史料的裏づけの下に鮮明に描かれている｡タレ-ランへの思い込みや風評に見られる過大評価･過小評価を徹底して排除し､等身大の人物として冷静に､しかし他方では､史料上の痕跡に最 限の注意力を持って迫るなど'｢九一年体
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制｣下での彼の思想の積極面や消極面が見事に紡ぎだされている｡歴史における個人の役割をめぐる一つの分析方法を確立したと部分として評価される｡
第二点目は､革命家タレ-ランの側面をフランス革命研
究史上に着実に定着させた点である｡分析対象史料として挙げられたのは､命令的委任をめぐる論議　(第二章)　と聖職者財産国有化の討論　(第三章)'それに国家と宗教の在り方についての論争　(第四章)　など オリジナル史料である｡フランス革命は粁余曲折の歩みを辿りながら､ まざまな政治思想のヘゲモニー闘争､必然と偶然 ぶつかり合い､陰謀と暗躍の舞台裏にかき回されながらも近代国民国家の理念を視野から逃さず､そこへの接近を試みてきたのであるが その理念の中でも重要な位置を占めている　｢代議制｣｢社団の解体｣｢政教分離｣｢思想･良心の自由｣原則をめぐる論議にタレ-ランを正確に登場させることに成功している｡
第三点として､本論文がタレ-ラン個人への執掬なまで
のこだわりを通して憲法制定国民議会史研究を､これまでの憲法史研究の成果を受け継ぎつつ革命 土俵において展開している点である｡この段階のフランス全土の政治的動きと議会内部 政治闘争が正確に捉えられ'一面で｢立憲君主政｣体制期として最初から決まっているかのよ
うに理解され いる の時期の評価に修正を迫っている｡
とりわけ､タレ-ラン等｢中道左派｣　の役割がクローズアップされ､流動的で厳しいヘゲモニー闘争の場面が｢九一年憲法｣　への歩みを作り出したことを跡付けている｡
このように'本論文はタレ-ランに対する根拠の薄い一
般的な評価に大き-修正を迫 '同時に､革命家タレ-ランの足跡が｢九一年体制｣樹立 めざす政治闘争のなかで如何なる意味を持っていたかを'膨大な史料を渉猟し､実証しようとする意欲的な姿勢を持った研究 あると判断できる｡二'論文構成の説得性と研究目 の到達点
本論文は､序章と終章を別として六章から成り立ってい
る｡
第一章　革命前のクレーランー全国三部会開会まで-第二章　命令的委任廃止の演説第三章　フランス革命初期における社団の解体と市民の
創出-聖職者財産国有化の討論を例に-
第四章　｢自由｣　の追求とその　｢限界｣-国家と宗教の
関係から-
第五章　｢九一年体制 公教育案-｢タレ-ラン報
告｣　の分析-
第六章　｢九一年体制｣　の国家･社会像上記のような構成を持つ本論文は各章ごとに課題を設定
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し､それらを順次論証するという形式をとっている｡
序章では､本論文に係わるほぼ完全な先行研究の詳細な
検討が行なわれ､問題意識､史料論　(実証)､方法論も含めたそれらの成果と課題が丁寧に明示されている｡
第一章では'タレ-ランの生い立ち､とりわけ全国三部
会選挙前後から革命前夜までの彼の人物像に着目して､彼の政治性や思想性に見られる特徴を浮き彫りにして る｡カロンヌなどの当時の重要人物との交流から彼の理想主義と野心 混在した意識状況を正確に掘り起こしている｡
第二章では､憲法制定国民議会の初期段階におけるタ
レ-ランの議会活動に注目している｡近代国民国家の基本原則の一つである代議制原則の確立に向けて､それまで｢命令的委任｣からの脱却を彼が如何なる論理で論破Lt｢九7年体制｣　の土俵作-に成功したのかを分析している｡
議員による自由討論と多数決投票を保障すること よっ
｢一般意志は国民議会によって体現される｣　ことを主張したタレ-ランの功績を高-評価している｡第三章では､さらに革命前期の革命路線を決定付けた政
策の一つ､｢聖職者市民化基本法｣　 確立をめざした運動の中にクレーランの役割を無理なく跡付け ｡一七八九年一〇月の　｢聖職者財産国有化 提案｣は､単に国家の財政赤字克服 ためのも ではな-､社団としての教会･修道院を解体して聖職者を市民化する意図の下に出され
いるとする｡つまり､これによってフランス社会の核を担っていた社団的編成を解体し､国家権力と直接つながる個人である ころの国民を創出したのだとする｡
第四章では､一七九〇年七月一二日の　｢聖職者市民化基
本法｣　の成立にともなう､ 内の　｢宣誓司祭｣派支配地域と　｢宣誓忌避司祭｣派のそれへの分裂状況 中での'議内ヘゲモニー闘争におけるタレ-ラン 発言とそ 役割を問題にしている｡ローマカトリックの国家宗教化は否定できたが'彼の｢思想･良心の自由｣理念堅持 姿勢と､｢自由｣をめぐる現実政策とのズレを明らかにしている｡
第五章では､公教育をめぐる議論の中から　｢九一年体
制｣　の諸側面を確認 ｡客観的にはタレ-ランの限界を抽出することになるこの分析から､彼がここまでの革命の成果を公教育体制作りの中で子供ばかりか大人たち教化をも視野に入れてい こと ､注目している｡しかし'期待していた国王の逃亡により求心力を失うことになる立憲君主政の限界とジェンダーの認識から脱却できなかったとする｡
第六車では､前章までの分析を全体的に評価するた に､
タレ-ラン起草の一七九〇年二月の　『憲法制定国民議会からフランス人へ』　の史料 克明に分析し る｡この中で'タレ-ランが｢反革命派｣　の強硬で執劫な主張と攻撃に敢然と立ち向かい､｢九7年体制｣　の諸理念を明示していた
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ことを再確認している｡しかも､これがタレ-ラン等勢力のマニユフェスーとしての役割を担ったと結論付けている｡
さらに､終章では本論文全体のまとめを行ない､各章に
おいて明らかにされたタレ-ラン像を整理し､憲法制定国民議会期における革命家としての彼の姿勢とその役割を強調している｡
本論文は'以上のように今まで等閑視されがちであった
革命前期のクレーラン 発言や行動を克明に分析検討している｡研究史 整理は言うまでもな-､ される総てのマニユスクリや刊行史料を実証的 活用し'｢外交官｣でも｢変節漠｣　でもない　｢革命家｣タレ-ランが立憲君主政体制確立に向けて遇進する姿を鮮やかに描き出すことに成功している｡三'史料･文献収集の広さと実証性について
本論文の特色の一つは､問題意識の先進性とそ 実証の
深さにあるが､それらは豊富な史料による論証と､関連する先行研究文献の詳細な批判とその成果の正確な活用によって裏付けられている｡それ 各ページ下 付された注表記に如実に表われている｡
史料収集に際して'本論文提出者はフランス国立文書館
などフランスの主だった史料館や図書館に収蔵され いるタレ-ラン関連史料を渉猟Lt全体の分布状況を確認した
上で必要史料の入手をしている｡列挙すれば'①｢全国三部会および憲法制定国民議会議事録｣がある｡『議会議事史料』　として十分に利用されている｡②パンフレット類としては､フランスで入手したものの他に､本学図書館所蔵の　｢ベルンシュタイン文庫｣内史料が随所 おいて利用されている｡③新聞､回想録'法令集なども使用されている｡
以上の点から､史料･文献収集とそれらの活用が十分に
行われていると判断できる｡四､研究の展望
本論文は'以上のような成果を持ちながらもい-つかの
課題のあることが指摘される｡一つは'全国三部会開催にかかわる絶対王政期末の政治状況の捉え方についてより正確な歴史像を確立するためにさらな 国内外の先行研究のさらに詳しい整理が必要となろう｡第二には'｢命令的委任｣をめぐる論議については憲法学の視点から積み重ねられている解釈との論点 より複合的に検討す ことが求められる｡とりわけ､普通選挙制度が確立する以前におけるこの間題の捉え方は単純ではない｡第三には､ジェンダーの視点からのタレ-ラン思想分析 可能性である｡彼｢公教育論｣に色濃く表われている女性の位置づけをウルス-ンクラフトのタレ-ラン批判のみに限定せず'｢立君主政｣　の政治思想の在-方それ自体を捉え直す視角とし
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て活用する､などの諸点が挙げられる｡五､口頭試問について
近江､日暮､小井の三委員によって行なわれた口頭試問
では､本論文提出者は､三委員からの統括的質問と個別的質問に対し､適切かつ明確に答えられ､これに十分に対応されたと判断 た｡
Ⅱ　学位授与要記一'氏名･本籍　山岸拓郎　(神奈川県)二､学位　の種類三 ､四 ､五 ､六 ､七 ､
学位記番号学位授与の条件学位授与年月日学位論文題目審　査　委　員
主査副査副査
博士　(歴史学)博歴甲第十号学位規則第四条第一項該当平成十九年三月二十二日憲法制定国民議会とタレ-ラン
専修大学文学部教授　近江　吉明専修大学文 部助教授　日暮美奈子立教大学文学部教授　小井 高志
